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美濃地区家庭教育学級応援通信 

かてきょー 

 ４月に美濃地区家庭教育学級リーダー研修会を、オンラインにて開催しました。 

各市の研修会の様子をご紹介します。 

4/14  10:00～（乳幼保こ） 14:00～（小中） 
      郡上市総合文化センターから配信 
 

4/21  10:00～（乳幼保こ） 15:00～（小中）  
関市わかくさ・プラザ学習情報館から配信 

 
   

 

郡上市では、家庭教育学級の運営について、
わかりやすく「顔のイラストを使った寸劇」で
説明されるのが恒例となっています。 
家庭教育支援チームが家庭教育学級の運営

サポートしていただけること、保護者のため
の「ゆるりの会」の開催案内、３年目の実施と
なる「子育ての日」のことなどの説明があり、
その後、地区ごとに家庭教育担当者を交えた
交流会がありました。 

 関市主催の家庭教育講演会が未就学の 
保護者向けに年間３回、小中学校向けに 
年間 4回行われることや、家庭教育サポ 
ーターがサロン開催の支援をしていただ 
ける「出前子育てサロン」の説明があり、 
家庭教育サポーターメンバーの紹介がな 
されました。 
 また、４園、４校の実践発表があり、そ
の実践から、お互いに学び合う様子が見
られました。 

 

4/16  15:00～（乳幼保こ・小中）  
防災中央コミュニティセンターから配信 

       

 美濃小学校、昭和中学校の教頭先生や、牧
谷保育園の園長先生から、昨年度の実践事例
や今年度から新たに始める活動についての発
表があり、お互いに参考にすることができま
した。 
その後、それぞれの園や学校で年間のテー

マや活動計画について相談され、年間計画を
作成されました。 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催の目的】 

 

【当日の様子】 

 

【主催者の感想】 

 

 「本物の芸術に触れてほしい！」という主催者の願いと、「親子で和太鼓の演奏を聴いてみたい。で

きたら体験してみたい！」という保護者の願いが一致したことから、郡上市和良町の和太鼓団体「郡上

陣屋組」の皆さんを招いて開催しました。 

 

和太鼓の大きな音に驚いて泣いていた子が、しばらくすると、じっと音色に耳を傾けている姿を見

て、0歳から 3歳までの幼児でもやはり「生の迫力」は感じることができるし、本物の芸術に勝るも

のはないのだと実感しました。 

 幕が上がると、いきなり「ドーン」と、勇壮な和太鼓の音が鳴り、演奏が始まりました。 

腹の底に響き渡るような和太鼓の音に驚いて、最初は泣き出す子もありましたが、演奏が進むにつれて

和太鼓の音に聴き入り、その響きの心地よさを味わっているようでした。 

 

 郡上市総合文化センターにて、令和 8年 2月 19日に 

郡上市乳幼児学級「伝々夢詩（でんでんむし）」が開催さ

れましたので、ご紹介します。 

 

 後半は、和太鼓の体験をしました。陣屋組の皆さんに教えていただきながら、親子でいろいろな種類の

和太鼓を体験しました。最初はおそるおそる触っていた子たちも、だんだんと慣れてきて、楽しそうに和

太鼓に親しんでいました。最後には、陣屋組の方のリードに合わせて、みんなで簡単なリズム打ちを完成

させることができました。 

【取材を終えて】 

 

普段､家庭では体験することができない機会を提供していただけるのが、市が企画運営する乳幼児

学級の強みだと思います。これからも、地域の親子に「本物の芸術にふれる」機会を提供し続けてい

ただけることを期待しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催の目的】 

 

【取組の様子】 

 

【取材を終えて】 

 

同じ学級の保護者同士が気軽に交流し合い、子育てのヒントをつかんだり、悩みや不安等を軽減し

たりすることができるよう、関市家庭教育サポーターによる出前子育てサロンを開催しました。 

関市立倉知小学校１年生は、令和８年２月２７日の参観日に合わせて、関市生涯学習課が主催する「出前 

子育てサロン」を開催されましたので、ご紹介します。 

 

 

 

 

授業参観後に行われる学級懇談会に、サロン型家庭教育学級を組み合わせて取り組まれる学校が増

えつつあります。取り組まれている学校からは、「保護者同士が仲間をつくってほしいこと」「ほっと

一息つける環境を大切にしたいこと」「保護者同士が相談し解決できる力を育みたいこと」等の声が聞

かれました。市が主催する出前子育てサロンなどを気軽に活用していただき、今後も多くの学校で、

サロン型家庭教育学級が開催されることを期待しています。 

 授業参観が終わり、担任の先生が子どもたちの下校指導をされている時間に、家庭教育サポーターが

保護者に呼びかけて「子育てサロン」が始まりました。 

最初に、家庭教育サポーターがサロンの約束（参加・尊重・守秘）を確認し、「保護者さんがお互いに

学びあったり、ほっと一息つけたりする時間になるといいですね」と話されました。 

 

「私だけじゃないですね」「それ、私もやってみます！」と互いに学び合う声が響き、どのグループも

楽しそうに交流されていました。参加者からは「保護者同士、こんなに話せたのは初めてでした」「他の

保護者の方と仲良くなることができて、参加して良かったです」等の声が聞かれました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

岐阜県（県民生活課） 「みんなで家庭教育」情報サイト  さらに使いやすくなりました！ 

家庭教育のことがよくわかります 

 関市桐が丘幼稚園では、６つのテーマから親子で毎日１つを選

び、５日間実践することで家族の絆がより深まることを願って取り

組まれました。チャレンジカードは、毎年、委員さんの手作りです。こ

の取組のおかげで、忙しい中でも子どもとふれ合う時間が増えた

という感想が多く、子どもの成長を感じられる機会となりました。 

 

 郡上市立口明方小学校１年生の保護者は、子どもたちが楽し

みにしている給食の時間に配膳から片付けまでを一緒に行う

ことで普段の給食の時間の様子を知りたいと思い試食会を実

施しました。子育てサロンは、家庭教育支援チームにアドバイザ

ーを依頼し､保護者同士が交流を深めることを目的に開催しま

した。 
 関市生涯学習課では、学校やＰＴＡと連携し、保護者や学校の負

担を軽減するために様々な工夫をしています。そのひとつが、市が

主催する、参集とオンライン両方を兼ねた「ハイブリッド式講演会」

と関市家庭教育サポーターによる「出前子育てサロン」です。参加

者の感想からも、「楽しくてあっという間に時間がすぎました」「互

いに学び合う、よい機会になりました」という声が聞かれました。 

 


